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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第１四半期
連結累計期間

第35期
第１四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 （千円） 9,660,022 11,389,609 40,176,673

経常利益 （千円） 956,807 1,316,732 4,037,788

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 614,098 931,125 2,582,986

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,042,660 1,222,756 3,061,807

純資産額 （千円） 24,803,014 27,157,246 26,422,009

総資産額 （千円） 34,512,725 38,054,115 38,303,722

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 57.52 87.21 241.93

潜在株式調整後1株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － 241.86

自己資本比率 （％） 67.3 66.9 64.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 191,452 575,163 1,606,838

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 720 △526,490 △446,288

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △405,658 △453,860 △884,959

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 12,216,163 12,312,725 12,744,710

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、算定上の基礎となる期中平均株式数から控除する自己株式数に、株式給付信託（J-ESOP）及び株式給付

信託（BBT）制度の信託口が所有する当社株式を含めております。

４　第34期第１四半期連結累計期間及び第35期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内の企業業績が堅調に推移する中、世界各国の貿易政策や政

治情勢による影響が懸念されており、先行きの不透明感が高まっております。

このような状況下、当社グループでは、各社においてそれぞれの特長を活かした事業戦略を推進しながら、グルー

プ間の連携も促進することで事業基盤の一層の強化とビジネスの拡大に取り組んでまいりました。

その結果として、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、自動車及び半導体業界における研究開発及び生産能力

増強・向上を目的とした投資が堅調に推移したことを受け、売上高は11,389百万円（前年同四半期比17.9％増）とな

りました。営業利益につきましては、待遇改善等により人件費が増加したものの、売上高総利益率が改善したことか

ら、1,240百万円（同37.8％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、931百万円（同

51.6％増）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

PLM事業につきましては、自動車業界の投資意欲が引き続き旺盛であることに加え、半導体業界向けの生産管理工

程システムの販売が伸長したことから、外部顧客への売上高は10,961百万円（前年同四半期比17.8％増）、セグメン

ト利益は1,266百万円（同35.3％増）となりました。

連結子会社である株式会社ジーダットが中心となって行うEDA事業につきましては、主力製品SX-Meisterの新バー

ジョンのリリースに合わせ国内外で積極的に営業活動を行ったことから、外部顧客への売上高が427百万円（前年同

四半期比18.9％増）、セグメント損失が26百万円（前年同四半期はセグメント損失35百万円）となりました。

 

（２）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における資産合計及び負債純資産合計は、以下の要因により、前連結会計年度末に比

べ249百万円減少し、38,054百万円となりました。

（資産）

流動資産は、現金及び預金が689百万円増加、受取手形及び売掛金が469百万円減少、有価証券が611百万円減少、

商品が589百万円減少、仕掛品が37百万円増加、その他が444百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末比

500百万円減の25,730百万円となりました。

固定資産は、無形固定資産が89百万円減少、投資その他の資産のうち、投資有価証券が431百万円増加、その他が

99百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比250百万円増の12,323百万円となりました。

（負債）

流動負債は、買掛金が1,233百万円減少、未払法人税等が491百万円減少、賞与引当金が271百万円減少、役員賞与

引当金が72百万円減少、その他が895百万円増加したことにより、前連結会計年度末比1,173百万円減の7,559百万円

となりました。

固定負債は、退職給付に係る負債が54百万円増加、株式給付引当金が12百万円増加、その他が117百万円増加した

ことなどにより、前連結会計年度末比188百万円増の3,337百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末比984百万円減の10,896百万円となりました。

（純資産）

純資産は、利益剰余金が496百万円増加、その他有価証券評価差額金が307百万円増加、為替調整勘定が64百万円減

少したことなどにより、前連結会計年度末比735百万円増の27,157百万円となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により得られた資

金575百万円、投資活動により使用した資金526百万円、財務活動により使用した資金453百万円等を加味した結果、

前連結会計年度末に比べ431百万円減少（3.3％減）し、12,312百万円となりました。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は575百万円となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益1,316百万円、減価償却費22百万円、のれん償却額69百万円、退職

給付に係る負債の増加額66百万円、株式給付引当金の増加額12百万円、売上債権の減少額471百万円、たな卸資産の

減少額552百万円、前受金の増加額551百万円、未払消費税等の増加額115百万円、その他の流動負債の増加額191百万

円であり、支出の主な内訳は、賞与引当金の減少額271百万円、役員賞与引当金の減少額72百万円、前渡金の増加額

318百万円、その他の流動資産の増加額59百万円、仕入債務の減少額1,233百万円、法人税等の支払額863百万円であ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は526百万円となりました。

支出の主な内訳は、定期預金の預入による支出510百万円、有形固定資産の取得による支出22百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は453百万円となりました。

支出の主な内訳は、配当金の支払額435百万円、非支配株主への配当金の支払額18百万円であります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は86百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,720,000

計 42,720,000

 

②【発行済株式】

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数（株）

（平成30年６月30日）

提出日現在発行数

（株）

（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 11,177,000 11,177,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株でありま

す。

計 11,177,000 11,177,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

（株）

発行済株式

総数残高

（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金

増減額

（千円）

資本準備金

残高

（千円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 11,177,000 － 1,873,136 － 1,980,536

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 299,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　10,875,600 108,756 －

単元未満株式 普通株式　　　 2,000 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 11,177,000 － －

総株主の議決権 － 108,756 －

（注）株式給付信託（J-ESOP）及び株式給付信託（BBT）が所有する当社株式201,000株（議決権の数2,010個）につきま

しては、「完全議決権株式（その他）」に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合（％）

㈱アルゴグラフィックス
東京都中央区日本橋

箱崎町５－14
299,400 － 299,400 2.67

計 － 299,400 － 299,400 2.67

（注）株式給付信託（J-ESOP）及び株式給付信託（BBT）が所有する当社株式201,000株につきましては、上記自己株式等

に含まれておりませんが、連結財務諸表及び財務諸表においては自己株式として処理しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社アルゴグラフィックス(E05018)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１.　四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

 

２.　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,047,524 13,737,009

受取手形及び売掛金 9,093,181 8,623,220

有価証券 1,877,186 1,266,150

商品 1,259,971 669,989

仕掛品 51,637 88,818

原材料及び貯蔵品 4,774 4,756

その他 896,293 1,340,591

流動資産合計 26,230,569 25,730,536

固定資産   

有形固定資産 236,075 244,215

無形固定資産   

のれん 1,443,485 1,362,968

その他 87,135 77,678

無形固定資産合計 1,530,621 1,440,646

投資その他の資産   

投資有価証券 9,298,933 9,730,227

その他 1,007,522 908,489

投資その他の資産合計 10,306,456 10,638,716

固定資産合計 12,073,153 12,323,579

資産合計 38,303,722 38,054,115

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,658,222 3,424,933

短期借入金 75,000 75,000

未払法人税等 825,994 334,947

賞与引当金 575,068 303,218

役員賞与引当金 90,000 17,503

その他 2,508,676 3,403,721

流動負債合計 8,732,961 7,559,323

固定負債   

退職給付に係る負債 2,485,181 2,539,345

株式給付引当金 91,171 103,587

役員株式給付引当金 40,600 44,906

その他 531,797 649,705

固定負債合計 3,148,750 3,337,545

負債合計 11,881,712 10,896,869

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,873,136 1,873,136

資本剰余金 2,073,658 2,073,619

利益剰余金 18,757,140 19,253,162

自己株式 △691,234 △691,234

株主資本合計 22,012,701 22,508,684

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,895,692 3,203,167

退職給付に係る調整累計額 △106,820 △98,031

為替換算調整勘定 △77,384 △142,183

その他の包括利益累計額合計 2,711,487 2,962,953

新株予約権 1,080 208

非支配株主持分 1,696,740 1,685,399

純資産合計 26,422,009 27,157,246

負債純資産合計 38,303,722 38,054,115
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 9,660,022 11,389,609

売上原価 7,292,946 8,591,945

売上総利益 2,367,075 2,797,663

販売費及び一般管理費合計 1,467,204 1,557,552

営業利益 899,871 1,240,111

営業外収益   

受取利息 10,188 8,035

受取配当金 62,157 60,581

その他 14,816 15,710

営業外収益合計 87,162 84,327

営業外費用   

持分法による投資損失 29,670 7,222

その他 555 483

営業外費用合計 30,226 7,705

経常利益 956,807 1,316,732

税金等調整前四半期純利益 956,807 1,316,732

法人税、住民税及び事業税 345,029 350,518

法人税等調整額 5,714 17,258

法人税等合計 350,743 367,776

四半期純利益 606,063 948,956

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△8,034 17,830

親会社株主に帰属する四半期純利益 614,098 931,125
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 606,063 948,956

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 427,824 307,475

為替換算調整勘定 △126 △37,944

退職給付に係る調整額 13,185 8,788

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,286 △4,519

その他の包括利益合計 436,596 273,800

四半期包括利益 1,042,660 1,222,756

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,052,324 1,215,743

非支配株主に係る四半期包括利益 △9,664 7,012
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 956,807 1,316,732

減価償却費 24,479 22,074

のれん償却額 61,687 69,697

賞与引当金の増減額（△は減少） △260,186 △271,849

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △62,500 △72,497

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 65,163 66,831

株式給付引当金の増減額（△は減少） 11,972 12,416

受取利息及び受取配当金 △72,345 △69,606

持分法による投資損益（△は益） 29,670 7,222

売上債権の増減額（△は増加） 733,292 471,706

たな卸資産の増減額（△は増加） 368,336 552,820

前渡金の増減額（△は増加） △387,737 △318,384

その他の流動資産の増減額（△は増加） △18,685 △59,728

仕入債務の増減額（△は減少） △1,278,851 △1,233,289

前受金の増減額（△は減少） 569,100 551,883

未払消費税等の増減額（△は減少） △21,669 115,982

その他の流動負債の増減額（△は減少） 175,067 191,088

その他 4,188 6,273

小計 897,788 1,359,374

利息及び配当金の受取額 67,839 79,534

利息の支払額 － △349

法人税等の支払額 △774,175 △863,396

営業活動によるキャッシュ・フロー 191,452 575,163

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △510,435

有形固定資産の取得による支出 △15,389 △22,117

差入保証金の差入による支出 △51,574 △554

子会社株式の取得による支出 △10,000 －

関係会社株式の売却による収入 74,823 －

会員権の満期償還による収入 10,000 －

その他 △7,139 6,616

投資活動によるキャッシュ・フロー 720 △526,490

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △391,709 △435,262

非支配株主への配当金の支払額 △13,948 △18,598

財務活動によるキャッシュ・フロー △405,658 △453,860

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,033 △26,797

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △218,518 △431,985

現金及び現金同等物の期首残高 12,434,682 12,744,710

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 12,216,163 ※１ 12,312,725
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（会計方針の変更）

（従業員に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用）

「従業員に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号

平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を平成30年４月１日以後適用し、従業員等に対し

て権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」

（企業会計基準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うこととしました。

ただし、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した

取引については、従来採用していた会計処理を継続しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

関連会社の金融機関からの借入金に対して行っている債務保証は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

D&A Technology Co.,Ltd. 66,326 千円 65,307 千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日

至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日

至　平成30年６月30日）

現金及び預金 13,424,880 千円 13,737,009 千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,608,000 △1,490,435

取得日から３か月以内に償還期限の到来する

短期投資（有価証券）
399,282 66,150

現金及び現金同等物 12,216,163 12,312,725

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月15日

定時株主総会
普通株式 391,596 36 平成29年３月31日 平成29年６月16日 利益剰余金

（注）平成29年６月15日定時株主総会決議による配当金支払額の総額には、株式給付信託（J-ESOP）及び株式給付信託

（BBT）の信託財産として資産管理サービス信託銀行（信託E口）が保有する当社株式に対する配当金7,236千円を

含めて記載しております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月21日

定時株主総会
普通株式 435,103 40 平成30年３月31日 平成30年６月22日 利益剰余金

（注）平成30年６月21日定時株主総会決議による配当金支払額の総額には、株式給付信託（J-ESOP）及び株式給付信託

（BBT）の信託財産として資産管理サービス信託銀行（信託E口）が保有する当社株式に対する配当金8,040千円を

含めて記載しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期
連結損益計算書

計上額
（注） PLM事業 EDA事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 9,300,292 359,729 9,660,022 － 9,660,022

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 5,822 5,822 △5,822 －

計 9,300,292 365,551 9,665,844 △5,822 9,660,022

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
935,857 △35,986 899,871 － 899,871

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期
連結損益計算書

計上額
（注） PLM事業 EDA事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 10,961,864 427,744 11,389,609 － 11,389,609

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 3,494 3,494 △3,494 －

計 10,961,864 431,239 11,393,103 △3,494 11,389,609

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
1,266,284 △26,172 1,240,111 － 1,240,111

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日

至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日

至　平成30年６月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 57円52銭 87円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 614,098 931,125

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
614,098 931,125

普通株式の期中平均株式数（株） 10,676,670 10,676,580

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）１　株式給付信託（J-ESOP）及び株式給付信託（BBT）が所有する当社株式につきましては、四半期連結財務諸表

において自己株式として表示しているため、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額の算定に用いられた期中平均株式数からは当該株式を控除しております。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月10日

株式会社アルゴグラフィックス

取　締　役　会　　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝　田　雅　也　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菊　池　寛　康　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルゴ

グラフィックスの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月

１日から平成30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルゴグラフィックス及び連結子会社の平成30年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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